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はじめに

線虫（センチュウ）は線形動物門に所属する虫の総称で，文
字通り手も足もなく１本の線のような生き物である（図１-３）．
線虫と聞いてピンとくる読者はそもそも少数派と推察されるが，
その方々がイメージする線虫も動物に寄生するアニサキスやカ
イチュウであったり，農作物に寄生するネコブセンチュウやネ
グサレセンチュウであったり，動物実験に用いられる陸産線虫
シー・エレガンスであったりして，本稿で扱う海産の自由生活
性線虫である可能性はきわめて低いと思う．
寄生性の線虫は医学上の関心事として古くから注目されてき
た．たとえば，WHOをはじめ幾多の医療機関がギリシャ神話
に由来する「アスクレピオスの杖」をシンボルマークに用いて
いる．これはヘビが巻き付いた杖の意匠であるが，本来は大型
の人体寄生線虫メジナチュウ（メジナ虫）を棒で巻き取って傷
口から引っ張り出す治療法を表したものとされている（石橋 
2003）．それに対して自由生活性，つまり寄生性ではない線虫
が人間に認識されたのは17世紀のことである（石橋 2003）．線
虫が海岸や海底の砂泥にも存在することが知られるようになっ
たのはさらに後で，確実に海産自由生活性線虫だといえる新種
記載はフランスの Dujardin (1845)が嚆
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し

と思われる．
海産線虫はメイオベントスの一員に該当する．メイオベント

ス全般については本誌111号にて詳しく解説されている（山崎 
2021）ので割愛するが，一言でいえば「１mmの網目を抜けて
0.032 mmの網目に引っかかる水底の生きもの」である．海産線
虫には１mmを超える種も多数含まれており，大きい種では５
cmに達することもある．しかし，その細長いシルエットから想

トピックス

像できるように，縦にすれば大型種でも１mmの網目を容易に
通り抜けてしまう．海産線虫は巨大なメイオベントスなのである．

知られざる海産線虫の多様性

これまでに世界から知られている海産線虫は多くとも１万種
前後と思われる（嶋田 2022）．適当な海岸に行って砂や泥を
300 mlほどすくい取り，水道水を入れたバケツの中でよくか
き混ぜ，上澄みを0.032 mmの網で濾すことを何度か繰り返す
（山崎ほか 2019）と，少なくとも数十個体，下手をすれば数千
個体の線虫が得られる．しかし，それらを顕微鏡で観察して種
名を同定したいと思っても，既知種に同定できることは滅多に
ない．見つかる種のほぼすべてが未記載種なのである．これを
白山（1993）は「宝くじを当てるようなもの」と表現しており，
その状況は当時から30年経った今も変わっていない．
では，海産線虫の未記載種は実際どれほど残されているのだ

ろうか．さまざまな根拠に基づいてさまざまな推測値が出され
ており，解明済みの部分が小さすぎて全貌が見えないことがう
かがえる．最も楽観的な値は約２万種（Gerlach 1980）で，こ
れはかなり研究が進んでいるヨーロッパ沿岸を基準にしている
ため，今日では相当な過小評価と考えられる．逆に悲観的な値
としては，100万種から１億種という主張がそれなりの根拠をも
って提出されている（Lambshead 2004；白山 2009）．数字のイ
ンパクトから後者の１億種はよく引き合いに出されるが，提唱
した本人も現実的な推定値というよりは理論上の上限値という
意図のようである．いずれにしても全種数に対して既知種数が
絶望的に少ないことだけは間違いない．地球上でもっとも種数
が多いとされる昆虫の既知種が100万種，未記載種も合わせると
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図１　 海産自由生活性線虫．A：体長１mm未満の小型種．B：体長１cm以上の大型種．C：エノプルス目トラコストモプシス科の一
種．D：エノプルス目ファノデルマ科の一種．E：エノプルス目アンチコーマ科の一種．F：イロヌス目イロヌス科の一種．G：
イロヌス目レプトソマトゥム科の一種．H：イロヌス目オクシストミナ科の一種．I：トリピロイデス目トリピロイデス科の一種．
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数千万種と思われるので，寄生性も含めた線虫の総種数は昆虫
を上回る可能性がある．なお寄生虫には宿主特異性があるため，
あらゆる昆虫にそれぞれ１種の線虫が寄生するとすれば寄生性
線虫だけで昆虫の種数を抜くという説もある（白山 2009）．
日本近海に目を向けてみるとどうなるか．日本から記載され
た海産線虫70種を吉川（1992）がリスト化して以降，本邦での
先駆者である鬼頭研二博士が２種，筆者が15種，外国人研究者
が４種を追加したのみで合計はわずか91種に過ぎず，分類学以
外の研究で種名が同定されたものを加えても124種である（嶋
田 2022）．全既知種数が約１万種であるから，およそ１％でし
かない．この比率から世界の海産線虫の１％が日本近海にいる
と仮定すると，海産線虫の全種数が100万種だとしても日本近
海には１万種がいることになり，完全に解明するにはあと9,900
種ほど見つけて同定・記載する必要がある．海岸線の総延長や
排他的経済水域の面積から考えると１％という数字はかなり控
えめであり，日本には海産線虫の分類学者がほとんどいなかっ
た（筆者が史上３人目）ことからも，未記載種の比率はもっと
高そうに思える．これまでに生態学的研究などを通じて報告さ
れた未同定種たちがすべて別種だとしても合計は1,000種に届
かないので，大部分の未記載種はいまだ人間の目に触れたこと
すらないと推測される．

海産線虫と出会うには

海産線虫は非常に細く形態形質にも乏しいため，既知種であ
っても種同定が難しい動物である．しかしながら，正体不明で
良ければ採集すること自体は容易に体験できる動物でもある．
先にも述べたが，用意するものはバケツと網，あとは砂や泥を
持ち帰るためのスコップとタッパー程度で事足りる．小型個体
まで残らず回収するには0.032 mmのプランクトンネットを専
門店で購入し，観察には実体顕微鏡を使う必要があるが，比較
的大型の種だけならストッキングや洗濯機のくず取りネットで
回収し，少量の海水とともに黒いプラスチックの容器（なけれ
ば黒い紙やゴムシートに透明な容器を載せる）にあけてルーペ
や虫眼鏡で探すだけでもそれなりに発見できる．

図２　 海産自由生活性線虫．A：オン
コライムス目オンコライムス科
の一種．B：オンコライムス目
エンケリディウム科の一種．
C：クロマドラ目クロマドラ科
の一種．D：クロマドラ目キア
トライムス科の一種．E：クロ
マドラ目セラキネーマ科の一
種．F：デスモドラ目デスモド
ラ科の一種．G：デスモドラ目
モノポスチア科の一種．H：デ
スモドラ目ミクロライムス科の
一種．I：デスモドラ目エプシロ
ネーマ科の一種．J：デスモド
ラ目リュウセンチュウ科（ドラ
コネーマ科）の一種．K：クサ
リムシ目クサリムシ科（デスモ
スコレックス目デスモスコレッ
クス科）の一種．L：クサリム
シ目メイリア科の一種．

最もアプローチが容易で，なおかつ大型の線虫が出現しやす
いフィールドは磯のタイドプールである．砂利に近い大粒の砂
や貝殻の破片を含む砂は生物が少ないので避け，泥を多く含む
細かい砂を探すといい．中には酸素不足のために真っ黒に変色
して温泉のような硫黄臭がする砂もあるが，線虫はそのような
過酷な環境にも平気で棲めるので心配はいらない．また，ホン
ダワラ類などの海藻，スガモなどの塩生種子植物の根，イガイ
類などの固着二枚貝を水道水で洗っても，それぞれ異なる種類
の線虫が得られるはずである．海藻は粘り気が出て網目が詰ま
りやすく，固着二枚貝はヘラなどでかき取る必要があるために
少し手間はかかるものの，運が良ければ１cm以上の大型種に
出会えるかもしれない．
砂浜や干潟は，さらにたくさんの線虫に出会える上級者向け

のフィールドである．タイドプールと違っていつでも砂や泥を
手に取ることができるが，それでも最干潮時に採集するのが鉄
則なので気を付けたい．潮上帯や潮間帯上部の砂は間隙性のゴ
カイなど他の動物が優占して大型の線虫はほとんどいないこと
がよくあり，日本海側では時に潮下帯上部までその傾向がみら
れる．採集には胴長靴と長柄の柄杓などを用意するか，いっそ
のこと水着で海に入り，潮下帯のなるべく下から表層の砂を広
く浅く採取するのが確実といえる．線虫が最も多く出現するの
は干潟の泥からであるが，大部分は小型種のため目の粗い網で
は回収できず，0.032 mmの網では泥粒子が頻繁に詰まってし
まう．手軽に観察できるのはゴミの多い粗めの砂で，網目より
小さな線虫もゴミに絡まって一緒に回収できることが多々ある
ため，労力のわりにはいろいろな線虫を見ることができる．
さらに上級者向けのフィールドは，自分では手の届かない浅

海から深海の海底である．残念ながら筆者は船酔いがひどいた
め自分で調査船に乗った経験はほとんどなく，ありがたいこと
に他の分類群の研究者から混獲された線虫を分けていただくこ
とで多くの材料を得ている．海底のメイオベントスを採集する
方法は大きく二通りあり，１つは底引き網，もう１つは泥をそ
のまま回収する採泥器である（白山＆赤坂 2015；山崎ほか 
2019）．特に，クッキーの型抜きの要領で大量の泥を引っこ抜



4　　「うみうし通信」No. 121（2023.12）

くボックスコアラーは，微小なメイオベントスまで根こそぎ採
集できるので強力といえる．深海の調査は手法的な制約もあっ
て線虫を余さず採集することは難しいが，深度8,000 m前後に
も１cm級の大型線虫が生息していること，浅海と深海に共通
のグループはかなり多いこと，深海でも調査のたびに未記載種
がいくらでも見つかることなどがわかっている．

深入りしたい方のために

日本国内で海産線虫の新種記載を専門としている現役の研究
者は筆者ただ１人であるが，海産線虫を扱った生態学的研究は
現在も散発的に行われている．筆者のもとに線虫の同定依頼が
持ち込まれることが年々多くなってきているのも嬉しいことで
ある．本稿を終えるにあたって，海産線虫の属レベルの同定に
役立つ文献をいくつか紹介したい．海産線虫に関心のある研究
者，教材としての利用を検討している教育者のお役に立てれば
幸いである．
世界中で最も広く使われているのは，イギリスの全種を網羅
した３冊組の図鑑（Platt & Warwick 1983, 1988; Warwick et al. 
1998）に収録されている属の検索表である．簡単な文章とイラ
ストを参照することで，既知属のおよそ６割程度は同定可能と
思われる．原書の入手は難しいが，国内の大学図書館に所蔵さ
れている．それ以降に出版された文献では，淡水線虫の本だが
海産線虫の同定にも役立つ Eyualem-Abebe et al.（2006），同定
ガイドとしては使いにくいが他の文献にない属もカバーしてい
る Schmidt-Rhaesa (2014)，本誌111号（山崎 2021）でも紹介さ
れた Schmidt-Rhaesa（2020）の３つが比較的容易に入手できる．
日本語の同定ガイドは野澤＆吉川（1988）が唯一のもので，対
象は限られた分類群だけである．
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図３　 海産自由生活性線虫．A：モン
ヒステラ目モンヒステラ科の一
種．B：モンヒステラ目クシャ
ラ科の一種．C：モンヒステラ
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D：モンヒステラ目スフェロラ
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種．F：アレオライムス目アク
ソノライムス科の一種．G：ア
レオライムス目コメソーマ科の
一種．H：アレオライムス目デ
ィプロペルティス科の一種．I：
アレオライムス目ボドネーマ科
の一種．J：レプトライムス目
レプトライムス科の一種．K：
レプトライムス目ケラモネーマ
科の一種．L：レプトライムス
目アエギアロアライムス科の一
種．


